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*前報 ｢単板剥ぎ取 り機械に関する研究 (ⅩⅩⅩ) StudiesonVeneerCutingMachine(XXX)｣は,長崎大学教育学部紀要 -自然
科学一 第73号 29- 34 (2005.6)に掲載｡












大きさに相当する長さである1)｡(2) 工具す くい面一被削材間の接触境界面に働 く切削応力の分布 一 垂
直応力 6および摩擦応力 Tの分布 - を明らかにした (Fig.1およびFig.2)1)｡(3) 刃先先端部 (ノーズ




面から被削材に伝達されることになる1)0(5) 単板の性状 (即ち,品質)に影響を及ぼす因子 として,主
に,ノーズ部からの応力集中の程度 と,工具一被削材 (および単板)との接触境界面の摩擦係数が重要な
係 りをもつ2)｡(6) 切削によって生じた工具一被削材接触境界面に働 く切削応力は,被削材内部に伝達され
る｡被削材内部へ伝達された応力 (被削材応力)分布を,垂直応力 (切削方向に平行な方向に働 く場合を
Oxとし,切削方向に垂直な方向に働 く場合をOyとする｡)および,せん断応力 Txy に分けて,それぞれの
分布をプレッシャバーを作用させた場合 (Fig.6,Fig.10,Fig.11)と,バーを作用させない場合 (Fig.
5,Fig.7- Fig.9)とに分けて明らかにし,バーの有無の影響を明確にした3)･4)0(7) 工具一被削材接触
境界面に働 く切削応力のうち,す くい面に働 く接触境界面切削応力の垂直応力 ♂および摩擦応力 rの分布
に基づいて1),す くい面の摩擦係数 FL(- T/6)のすくい面上の分布を明らかにした｡ ILは,すくい面上









































Fig.7.Effect of sharpness angle (β) On isodistributedlinesof
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*2 Fig.5より明らかなように,バーを作用させない単板切削では,刃先前方には,圧縮応力 dxによる塑性領域が存在し,刃先がさらに
前進すると,刃先近傍の応力が増大し,ついには材料の破壊倍に達し,刃先前方の引張応力(Cy)により切削線上から開き破壊 (先割れ)
を誘起する.また,す くい面では,刃先近傍で大きな圧縮応力分布 (み ,Cy)を示すが,刃先から離れるにしたがい引張応力 (6x,Cy)
に変わる｡このす くい面上での切屑内の応力変化が,裏割れの二次的発達を助長させる｡さらに,屯 の作用に助長されて,切屑表面側
の圧縮応力 との応力差により,切屑の琴曲を誘起させる一因になる,と推察されるO
-方,シャープバーを作用させた単板切削では,Fig.6より明らかなように,バーの強い圧縮作用により,Ox,Oyともに圧縮応力が
刃先近傍にまで及ぶ｡バー接触部では,この圧縮応力により材表層部に塑性領域が存在する｡さらに,刃先近傍にも圧縮による塑性領域
が存在するが,バーの作用しない場合に発生した引張応力 Cyは消失している｡また,すくい面側の切屑内には引張応力 oryが存在し,こ
れが切屑の琴曲 (曲率)を大きくするとともに,裏割れの二次的発達を助長させる原因になる,と考えられる｡
TI.yについては,バーの作用しない場合は,刃先近傍にのみ応力集中がみられ, Txyの零の領域が刃先から斜め上方の被削材に存在す
る｡これに対して,バーを作用させた場合は,バー接触面下にも応力集中がみられ, Txyの零の領域は切屑内部にまで及ぶ｡この T.ryに
ついては,定常切削状態のシミュレートでないため,厳密に単板切削の現象については考察できないが,Fig.6の切削状態シミュレー ト
よりさらに刃先が前進すると,バー作用時では,この零の領域は大きく切屑内部へ移行し,その結果,刃先近傍およびバー接触面下に,
大きな負のせん断応力が発達する,と考えられる｡
